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『子宮頸がん』とは・・・  
 子宮頸がんは，ＺＡＲＤ（ザード）の坂井泉水

さんがかかっていた女性の病気です。 

 初期は自覚症状に乏しく、厚生労働省の統計に

よると、２０～３０歳代の女性では一番多いがん

です。子宮頸がんの原因は、ほぼ１００％が性交

渉による発がん性ヒトパピローマウイルス（ＨＰ

Ｖ）の感染です。 

 性交経験のある女性の約８０％が、一生に一度

は発がん性ＨＰＶに感染するといわれています。 

 婦人科のがんで最も一般的な子宮がんには、子

宮頸がんと子宮体がん（子宮内膜がん）がありま

すが、子宮頸がんは、この外子宮口付近に発生す

ることが多く、普通の婦人科

の診察でこの部分を観察した

り、検査すべき細胞や組織を

採取することが可能です。し

たがって、早期発見が容易な

わけです。 

 頸部のがんは非常にゆっく

り増殖しますが、がん細胞が子宮頸部に見つかる

以前の初期に正常でない細胞が見つかります。こ

の細胞を異型細胞と呼び、細胞診ではこの段階か

ら診断することができるのです。 

 子宮がんにかかる方は、全体として年間約

17,500人で、このうち子宮頸がんが約8,500人、子

宮体がんが約6,200人、どの部位か情報がない子宮

がんが約800人となっています（全国がん罹患モニ

タリング集計より）。また、子宮がんで亡くなる

方は、全体として年間約5,700人、このうち子宮頸

がんが約2,500人、子宮体がんが約1,700人、どの

部位か情報がない子宮がんが約1,500人となってい

ます（人口動態統計より）。 

 子宮頸がんを予防するためには、定期的な検診

が効果的です。子宮頸がんは、検診で早期発見す

ることができ、早期発見されれば、ほぼ１００％

の人が治ります。 

 がんが少し進行するとはじめの症状としては、

月経でない時の出血、性行為の際の出血や普段と

違うおりものが増えたりします。他に月経の量が

増えたり長引いたりすることもありますが、性行

為のない方などは、がんが相当進行してから後に

出血を見ることがよくあります。このような方は

特に検診を受ける必要がありますので、年１回は

病院で検診を受けることをお勧めします。 

 また、からだを子宮頸がんの発症から長期に渡 

って守ってくれる子宮頸がん予防ワクチン（サー

バリックス）が、西田病院でも接種できるように

なっています。接種することにより、新たな発が

ん性ＨＰＶ（１６型・１８型）の感染を、ほぼ１

００％防ぐことができます。ご検討されてみては

いかがでしょうか。 

 

●予防接種（サーバリックス） ※完全予約制 

※小児科は、10月以降予防接種の時間等が変更となる予定と 

 なっていますので、詳細はお問い合わせください。 

 

●子宮頸がん検診 

にしだ便り 
特 集  

どんな病気？ 

予防方法は？ 

診療科 対 象 時 間 

小児科 10歳～中学生 
火・水の午後 

【要予約】 

婦人科 高校生以上 
月～金の午前中 

【要予約】 

【接種料金】３回接種（診察料含む） 

 ４２,０００円（１回 １,４０００円） 

受付時間 

月～金曜（8:30～11:30） 

水曜（13:30～16:30大分大学奈須 

   医師） 

検査時間 約５分 

料  金 

２,１４０円 

※佐伯市配布の無料クーポンが使 

 えます。 

【お問い合わせ先】 

 西田病院 健康管理室／婦人科／小児科まで  

 TEL：０９７２-２２-０１８０ 



〒876-0831 大分県佐伯市大手町3-3-24 
電話 0972（22）0180 FAX 0972（23）3053 

医療法人慈恵会 西田病院 

Email: info@nisida-med.jp http://www.nisida-med.jp 

皆様からいただいたご意見・ご要望 

ご意見 ご意見 回 答 

当院ではサービスの向上を目的として、入院されている患者様の退院時や来院される方々を対象にアン

ケート調査を実施しています。ご協力いただきましたアンケートにつきましては、今後の病院運営の参

考にさせていただき、患者様に対するサービスの充実に努めてまいりたいと考えています。大変お手数

をお掛けいたしますが、当院のサービスの向上のため、今後もアンケートへのご協力をお願いします。 

 救急の日特別企画 イベント 

９月９日は『救急の日』です。９（きゅう）と９（きゅう）で救急（きゅうきゅう）の日です。 

救急の日は、救急業務及び救急医療に対して皆さんの理解と認識を深めていただくとともに、救急医療関

係者の意識の高揚を図ることを目的に昭和５７年に定められました。以来、毎年９月９日を『救急の日』

とし、この日を含む１週間を「救急医療週間」（今年は９月８日～１４日）として、全国各地において応

急手当の講習会を中心とした救急に関する様々な行事が行われています。 

当法人でも、西田病院・西田厚徳病院の合同による『救急の日特別企画』を実施します。詳細は以下のと

おりとなりますので、この機会に是非お越しください。 

 

 

看護師さん達には本

当にお世話になりま

した。声かけや点滴

の説明など、アット

ホームな雰囲気でよ

かったです。 

 

 

 

佐伯市の老舗の病院

として自信を持って

頑張ってください。

ハード面は改築する

ことなので期待して

います。お世話にな

りました。 

 

 

非常口については、い

つ、いかなることが起

こるかもわかりません

ので常に用心の必要が

あると思います。自由

に開いていただきたい

と思います。 

ご意見  

 

非常口については、事

故等の防止のために通

常は施錠しています。

非常時には非難等に対

応できるようになって

いますので、ご理解の

ほどお願い致します。 


